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平成 17 年 1 月 11 日 

 

各 位 

会 社 名  株式会社マルハグループ本社 

代 表 者 名  代表取締役社長 五十嵐 勇二 

（コード番号  １３３４  東証第一部） 

問 合 せ 先   

経営企画本部 広報･ＩＲグループ長 土屋 克仁 

（ＴＥＬ ０３－３２１６－０８２１） 

 

子会社の解散に関するお知らせ 

 

当社の子会社であるマルハ株式会社は、平成 17 年 1 月 11 日開催の取締役会において、連

結子会社である鴎洋水産株式会社と北九州興発株式会社の解散を決定いたしましたので、

お知らせいたします。 

 

記 

 

Ⅰ．鴎洋水産株式会社 

１．当該子会社の名称等 

（１）商号      鴎洋水産株式会社 

（２）所在地     宮城県気仙沼市潮見町５－１ 

（３）代表者     西村 英樹 

 

２．解散に至った経緯 

   鴎洋水産株式会社は、水産物の加工、冷凍および売買を行ってまいりましたが、  

近年は国内缶詰生産工場の再編成の施策等により缶詰事業から撤退し、輸入鮭鱒を原

料とする水産冷凍加工に特化して操業を続けてまいりました。 しかしながら、生産

設備の老朽化と安価な海外加工物の輸入増加による事業環境の悪化により、今後経営

改善が見込めないことから事業の継続を断念し、雇用問題など労働組合との協議が整

い次第同社を解散することといたしました。 
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３．当該子会社の概要(平成 16 年 3 月末現在) 

（１）事業内容   水産物の加工、冷凍および売買等 

（２）設立年月日  昭和 55 年 6 月 19 日 

（３）資本金    50 百万円 

（４）総資産    1,335 百万円 

（５）決算期    3 月 31 日 

（６）従業員数   51 名 

（７）大株主および持ち株比率 マルハ株式会社 51％ 広洋水産株式会社 49％ 

（８）過去 3年間の業績 

                                (単位：百万

円) 

 平成 14 年 3 月期 平成 15 年 3 月期 平成 16 年 3 月期 

売上高 ２，８８０ ２，２５４ ２，０７２

経常利益 １０４ △ １２ △ ８３

当期利益 ５５ △ ２７ △ ６７

 

４．解散の時期 

  平成１７年３月３１日(予定) 

 

５．当社業績への影響 

   本件により、当社の連結決算において約４億円の損失影響がございますが、平成 16

年 12 月 20 日にお知らせいたしました連結業績予想修正の施策の一環であり、業績見

通しに変更はありません。 

 

Ⅱ．北九州興発株式会社 

１．当該子会社の名称等 

（１）商号      北九州興発株式会社 

（２）所在地     東京都港区赤坂２－４－１ 白亜ビル 

（３）代表者     森田 俊一 

 

２．解散に至った経緯 

北九州興発株式会社は、液化石油ガス及びその石油製品の保管ならびに売買を目

的に設立されましたが、諸情勢の変化により、事業計画を中断し現在にいたってお

ります。今後も、同社保有の不動産を活用した事業の可能性は見込めないものと判

断し、この度同社を解散し、保有不動産を処分することといたしました。 
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３．当該子会社の概要 (平成 16 年 1 月末現在) 

（１）事業内容   液化石油ガス及びその石油製品の保管ならびに売買 

（２）設立年月日  昭和 49 年 4 月 19 日 

（２）資本金    450 百万円 

（４）総資産    2,126 百万円 

（５）決算期    1 月 31 日 

（６）役職員数   4 名（非常勤） 

（７）大株主および持ち株比率 マルハ株式会社 90％ 

（８）最近３年間の業績 

                               (単位：百万円) 

 平成 14 年１月期 平成 15 年１月期 平成 16 年 1 月期 

売上高 ０ ０ ０

経常利益 ０ ０ ０

当期利益 ０ ０ ０

 

４．解散の時期 

平成１７年１月３１日(予定) 

 

５．当社業績への影響 

   本件により、当社の連結決算において約 13 億円の損失影響がございますが、平成 16

年 12 月 20 日にお知らせいたしました連結業績予想修正の施策の一環であり、業績見

通しに変更はありません。 

 

 

 

以上 

 

 


